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部部門門  氏氏名名  研研究究分分野野  キキーーワワーードド  頁頁  

素素
材材
・・
加加
工工
部部
門門  

蓑輪圭祐 （安全・防災部門参照）  98 

村中貴幸 機械工学科 板成形，焼付き，チタン 133 

山田健太郎 教育研究支援センター 機械設計，機械加工 134 

山脇夢彦 物質工学科 反応有機化学，有機合成化学，有機光化学，ファインケミカル 135 

計計
測測
・・
制制
御御
部部
門門 

青木宏樹 一般科目教室（自然科学系） 体力測定，子ども，運動遊び 139 

金田直人 機械工学科 機構設計，繊維機械，画像処理，シーケンス制御 140 

亀山建太郎 機械工学科 
制御，モデリング，システム同定，信号処理，移動ロボット， 
農工連携 

141 

北川浩和 教育研究支援センター 
機械加工，汎用工作機械，エンジン分解組立て，電子工事， 
電気工作，組込み型マイコン 

142 

北野公崇 教育研究支援センター 光ファイバ変位計, ３次元特性, 等方性 143 

小松貴大 （情報・通信部門参照） 
 

106 

佐藤 匡 電気電子工学科 予見制御，スライディングモード制御，入力制限問題 144 

千徳英介 機械工学科 温度計測，切削抵抗，工具磨耗，レーザフォーミング 145 

西 仁司 電子情報工学科 信号解析，画像解析，ものづくり 146 

林田剛一 教育研究支援センター 複合現実，機械設計，仮撚加工，シーケンス制御，空圧機器 147 

米田知晃 電気電子工学科 イオンビーム，放射線，センサ，回路設計 148 
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所所属属部部門門  地地域域・・文文化化  環環境境・・生生態態  エエネネルルギギーー  安安全全・・防防災災  情情報報・・通通信信  素素材材・・加加工工  計計測測・・制制御御  

機機    械械  

工工学学科科  

  藤田克志 

○芳賀正和 

  加藤寛敬 

村中貴幸 

○高橋 奨 

◎亀山建太郎 

千徳英介 

金田直人 

電電気気電電子子  

工工学学科科  

  山本幸男 

秋山 肇 

 濱住啓之 

丸山晃生 

堀川隼世 

荒川正和 

◎松浦 徹 

西城理志 

福嶋宏之 

佐藤 匡 

米田知晃 

電電子子情情報報  

工工学学科科  

  ◎高久有一  斉藤 徹 

青山義弘 

波多浩昭 

◎小越咲子 

川上由紀 

小松貴大 

 西 仁司 

○小松貴大 

物物    質質  

工工学学科科  

 髙山勝己 

○松野敏英 

◎後反克典 

川村敏之 

坂元知里 

上島晃智 

  ○佐々和洋 常光幸美 

松井栄樹 

西野純一 

古谷昌大 

山脇夢彦 

 

環環境境都都市市  

工工学学科科  

奥村充司 奥村充司 

 

 

 吉田雅穂 

辻子裕二 

野々村善民 

辻野和彦 

○田安正茂 

◎樋口直也 

大和裕也 

芹川由布子 

蓑輪圭祐 

 蓑輪圭祐  

一一般般科科目目  

（（自自然然系系））  

長水壽寛 

柳原祐治 

井之上和代 

山田哲也 

中谷実伸 

相場大佑 

土田 怜 

◎長谷川智晴 

挽野真一 

古谷峻熙 

東 章弘 

松井一洋 

  岡本拓夫  長谷川智晴 

 

青木宏樹 

一一般般科科目目  

（（人人文文系系））  

市村葉子 

池田彩音 

松山哲士 

中谷内悠 

川畑弥生 

○木村美幸 

森  貞 

原口 治 

宮本友紀 

藤田卓郎 

木下若奈 

      

教教育育研研究究  

支支援援ｾｾﾝﾝﾀﾀｰー  

白﨑恭子 小木曽晴信 

廣部まどか 

舟洞久人 

片岡裕一 

白﨑恭子  清水幹郎 

中村孝史 

内藤岳史 

北川浩和 

堀井直宏 

藤田祐介 

山田健太郎 

久保杏奈 

北川浩和 

北野公崇 

林田剛一 

◎部門長，○副部門長 

─39─



- 88 - 
 

 

- 89 - 
 

 

 

 

安全・防災部門 
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

地震活動と活断層 
 

氏氏名名：：      岡岡本本  拓拓夫夫／／OOKKAAMMOOTTOO  TTaakkuuoo  EE--mmaaiill：：  ookkaammoottoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  嘱嘱託託教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本地地震震学学会会，，福福井井地地震震防防災災研研究究会会，，福福井井県県防防災災士士会会理理事事（（防防災災士士））  

キキーーワワーードド：：  福福井井県県及及びび周周辺辺のの地地震震活活動動，，地地震震にに関関連連すするる諸諸現現象象，，強強震震動動，，防防災災教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・地地震震観観測測  

・・  

・・  

 
研研究究内内容容：：    

  

【【福福井井県県及及びび周周辺辺のの地地震震活活動動解解析析】】  

（（京京都都大大学学ととのの共共同同））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【地地震震発発生生にに伴伴うう諸諸現現象象のの解解析析】】  

西西山山観観測測点点（（水水質質、、地地震震））  

福福井井平平野野地地震震観観測測網網（（藤藤高高 SSSSHH））  

  

【【SSSSHH 関関連連，，防防災災教教育育】】  

藤藤島島高高校校 SSSSHH  

武武生生高高校校 SSSSHH  

福福井井県県実実践践的的安安全全教教育育  

学学校校防防災災アアドドババイイザザーー  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学

 
 

【【地地震震にによよるる液液状状化化現現象象とと対対策策工工法法】】  

液状化発生地域での現地調査や，液状化

による被害を軽減するための対策工法に関

する研究を行っています．図１に示す模型振

動実験では，住宅模型の周りに丸太を打設す

ることで，液状化による地盤の沈下や住宅の

傾斜が軽減されました． 

 
図１ 対策工法の実験概要 

 

 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

【【地地域域防防災災力力向向上上にに関関すするる調調査査】】  

地盤の液状化により家屋が大きく傾斜した

場合（写真１），住人に健康障害が生じ，住み

続けることができなくなります． 

今後起こりうる様々な災害から人々の暮ら

しを守るための社会基盤づくりを，福井県を対

象として行います．地域防災力の向上を目的

とし，現地調査・アンケート調査・避難シミュレ

ーション等を地域住民のみなさんの意見を取

り入れながら進めていきます． 

 
写真１ 傾斜した家屋(液状化) 

 

研研究究タタイイトトルル：：  

液状化による家屋の傾斜被害に関する研究 

 

氏氏名名：：      芹芹川川  由由布布子子／／  SSEERRIIKKAAWWAA  YYuukkoo    EE--mmaaiill：：  sseerriikkaawwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
土土木木学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，地地域域安安全全学学会会，，  

IInntteerrnnaattiioonnaall  CCoonnssoorrttiiuumm  oonn  GGeeoo--ddiissaasstteerr  RReedduuccttiioonn  

キキーーワワーードド：：  地地震震，，液液状状化化，，家家屋屋被被害害，，健健康康障障害害，，地地域域防防災災，，ラライイフフラライインン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

・・防防災災士士育育成成講講座座  

・・地地域域防防災災にに関関すするる講講演演  

・・防防災災教教室室  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学

 
 

【【地地震震にによよるる液液状状化化現現象象とと対対策策工工法法】】  

液状化発生地域での現地調査や，液状化

による被害を軽減するための対策工法に関

する研究を行っています．図１に示す模型振

動実験では，住宅模型の周りに丸太を打設す

ることで，液状化による地盤の沈下や住宅の

傾斜が軽減されました． 

 
図１ 対策工法の実験概要 

 

 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

【【地地域域防防災災力力向向上上にに関関すするる調調査査】】  

地盤の液状化により家屋が大きく傾斜した

場合（写真１），住人に健康障害が生じ，住み

続けることができなくなります． 

今後起こりうる様々な災害から人々の暮ら

しを守るための社会基盤づくりを，福井県を対

象として行います．地域防災力の向上を目的

とし，現地調査・アンケート調査・避難シミュレ

ーション等を地域住民のみなさんの意見を取

り入れながら進めていきます． 

 
写真１ 傾斜した家屋(液状化) 

 

研研究究タタイイトトルル：：  

液状化による家屋の傾斜被害に関する研究 

 

氏氏名名：：      芹芹川川  由由布布子子／／  SSEERRIIKKAAWWAA  YYuukkoo    EE--mmaaiill：：  sseerriikkaawwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
土土木木学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，地地域域安安全全学学会会，，  

IInntteerrnnaattiioonnaall  CCoonnssoorrttiiuumm  oonn  GGeeoo--ddiissaasstteerr  RReedduuccttiioonn  

キキーーワワーードド：：  地地震震，，液液状状化化，，家家屋屋被被害害，，健健康康障障害害，，地地域域防防災災，，ラライイフフラライインン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

・・防防災災士士育育成成講講座座  

・・地地域域防防災災にに関関すするる講講演演  

・・防防災災教教室室  
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航航空空写写真真でで比比較較すするるとと  

(ｍ) 

1982 年年 1995 年年 2002 年年 

  

2009 年年~2011 年年にに週週

１１回回のの現現地地計計測測をを実実

施施ししたた。。３３年年間間ののデデーー

タタをを基基にに検検討討中中。。 

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

 水水面面利利用用施施設設にに堆堆積積すするる土土砂砂をを抑抑制制すするる構構造造物物をを検検討討しし，，そそのの効効果果をを検検証証すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 砂砂浜浜のの汀汀線線変変化化やや河河口口位位置置のの変変化化ににつついいてて，，計計測測ししたたデデーータタかからら砂砂移移動動ののメメカカニニズズムムをを把把握握すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

水水理理実実験験装装置置  開開水水路路（（DD00..66mm,,HH00..44mm,,LL99..00mm））  最最大大流流量量 22..44mm33//mmiinn  断断面面２２次次元元造造波波水水路路（（DD00..66mm,,HH00..88mm,,LL2244..00mm））  最最大大波波高高  2200ccmm  

水水理理実実験験装装置置  管管水水路路（（φφ8800,,φφ5500,,LL44..00mm））  最最大大流流量量 22..44mm33//mmiinn    

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

河河川川のの土土砂砂堆堆積積やや海海岸岸のの汀汀線線変変化化ななどど，，流流れれやや波波のの解解析析  

 

氏氏名名：：      田田安安  正正茂茂／／TTAAYYAASSUU  MMaassaasshhiiggee  EE--mmaaiill：：  ttaayyaassuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  土土木木学学会会，，日日本本流流体体力力学学会会，，応応用用生生態態工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  氾氾濫濫解解析析，，河河道道内内土土砂砂堆堆積積，，漂漂砂砂，，海海岸岸地地形形変変化化  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・河河道道内内やや水水路路内内のの流流れれにに関関すするる技技術術ににつついいてて  

・・海海岸岸のの砂砂浜浜やや構構造造物物にに関関すするる技技術術ににつついいてて  

  

  

 

(ｍ) 

構構造造物物設設置置前前のの河河床床地地形形  構構造造物物設設置置後後のの河河床床地地形形  

高高水水敷敷をを凹凹状状にに設設置置さされれたた水水面面利利用用施施設設内内にに土土砂砂がが堆堆積積すするる。。そそここでで，，構構造造物物をを設設置置しし，，流流れれをを施施

設設内内にに引引きき込込んんでで，，土土砂砂のの体体積積をを抑抑制制すするる。。 

水水のの流流れれ  水水のの流流れれ  構構造造物物  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

一一軸軸圧圧縮縮試試験験機機（（ママルルイイ  MMIISS--222266））  熱熱画画像像カカメメララ（（チチノノーー  CCPPAA--TT664400））  

圧圧密密試試験験機機（（ママルルイイ  MMIISS--223322））  ププラランントトキキャャノノピピーーアアナナラライイザザ（（LLAAII--22000000））  

CCBBRR 試試験験機機（（ママルルイイ  MMIISS--222266））    

高高速速冷冷却却遠遠心心機機（（日日立立  CCRR2200GGIIII））    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

地盤防災・避難行動支援・災害リスク評価 

 

氏氏名名：：      辻辻子子  裕裕二二／／TTSSUUJJIIKKOO  YYuujjii  EE--mmaaiill：：  hhaarriimmaa@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  

土土木木学学会会，，地地盤盤工工学学会会，，日日本本写写真真測測量量学学会会，，日日本本測測量量協協会会，，日日本本リリ

モモーートトセセンンシシンンググ学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，環環境境情情報報科科学学セセンンタターー，，

日日本本雪雪工工学学会会，，日日本本危危機機管管理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  防防災災・・減減災災，，土土砂砂災災害害，，災災害害リリススクク，，避避難難行行動動  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・地地盤盤防防災災（（力力学学試試験験））  

・・避避難難行行動動支支援援（（都都市市防防災災，，地地域域防防災災，，自自主主防防災災，，家家庭庭防防災災））  

・・災災害害リリススクク評評価価（（土土砂砂災災害害，，内内外外水水災災害害，，雪雪害害））  

 
研研究究内内容容：：    

  

（（１１））地地盤盤防防災災（（力力学学試試験験等等））  

・・一一軸軸圧圧縮縮試試験験      ・・一一面面せせんん断断試試験験  

・・圧圧密密試試験験    ・・CCBBRR 試試験験      ・・保保水水試試験験  

・・熱熱画画像像カカメメララをを用用いいたた試試験験  

（（２２））避避難難行行動動支支援援（（都都市市防防災災，，地地域域防防災災））  

・・AAII にによよるる避避難難行行動動支支援援（（ココロロナナ禍禍のの影影響響分分析析//行行動動分分析析））  

・・災災害害回回避避行行動動支支援援（（回回避避トトリリガガーーのの抽抽出出））  

・・テテキキスストトママイイニニンンググにによよるるツツイイーートト分分析析  

・・携携帯帯電電話話のの位位置置情情報報をを用用いいたた人人流流分分析析（（避避難難行行動動分分析析））  

・・防防災災 GGNNDD 設設備備のの有有効効利利用用  

・・「「災災害害覚覚知知ススココアア」」をを用用いいたた経経験験値値のの向向上上  

・・大大雨雨時時，，大大雪雪時時のの避避難難トトリリガガーーにによよるる被被害害軽軽減減策策  

  

（（３３））災災害害リリススクク評評価価（（土土砂砂災災害害，，雪雪害害））  

・・土土砂砂災災害害解解析析（（土土石石流流））    ・・緑緑被被（（LLAAII））--をを考考慮慮ししたた斜斜面面安安定定解解析析  

・・GGIISS をを用用いいたた原原子子力力災災害害時時のの最最適適避避難難ルルーートトのの検検討討  

・・熱熱画画像像カカメメララ（（パパッッシシブブリリモモーートトセセンンシシンンググ））をを用用いいたた地地盤盤のの締締固固めめ度度評評価価方方法法（（シシスステテムム））のの開開発発  

・・SSAARR デデーータタをを用用いいたた大大雪雪時時のの車車両両滞滞留留解解析析（（検検討討中中））  

・・ココロロナナ前前ととココロロナナ中中，，ココロロナナ後後のの避避難難行行動動のの変変化化追追跡跡  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

一一軸軸圧圧縮縮試試験験機機（（ママルルイイ  MMIISS--222266））  熱熱画画像像カカメメララ（（チチノノーー  CCPPAA--TT664400））  

圧圧密密試試験験機機（（ママルルイイ  MMIISS--223322））  ププラランントトキキャャノノピピーーアアナナラライイザザ（（LLAAII--22000000））  

CCBBRR 試試験験機機（（ママルルイイ  MMIISS--222266））    

高高速速冷冷却却遠遠心心機機（（日日立立  CCRR2200GGIIII））    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

地盤防災・避難行動支援・災害リスク評価 

 

氏氏名名：：      辻辻子子  裕裕二二／／TTSSUUJJIIKKOO  YYuujjii  EE--mmaaiill：：  hhaarriimmaa@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  

土土木木学学会会，，地地盤盤工工学学会会，，日日本本写写真真測測量量学学会会，，日日本本測測量量協協会会，，日日本本リリ

モモーートトセセンンシシンンググ学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，環環境境情情報報科科学学セセンンタターー，，

日日本本雪雪工工学学会会，，日日本本危危機機管管理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  防防災災・・減減災災，，土土砂砂災災害害，，災災害害リリススクク，，避避難難行行動動  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・地地盤盤防防災災（（力力学学試試験験））  

・・避避難難行行動動支支援援（（都都市市防防災災，，地地域域防防災災，，自自主主防防災災，，家家庭庭防防災災））  

・・災災害害リリススクク評評価価（（土土砂砂災災害害，，内内外外水水災災害害，，雪雪害害））  

 
研研究究内内容容：：    

  

（（１１））地地盤盤防防災災（（力力学学試試験験等等））  

・・一一軸軸圧圧縮縮試試験験      ・・一一面面せせんん断断試試験験  

・・圧圧密密試試験験    ・・CCBBRR 試試験験      ・・保保水水試試験験  

・・熱熱画画像像カカメメララをを用用いいたた試試験験  

（（２２））避避難難行行動動支支援援（（都都市市防防災災，，地地域域防防災災））  

・・AAII にによよるる避避難難行行動動支支援援（（ココロロナナ禍禍のの影影響響分分析析//行行動動分分析析））  

・・災災害害回回避避行行動動支支援援（（回回避避トトリリガガーーのの抽抽出出））  

・・テテキキスストトママイイニニンンググにによよるるツツイイーートト分分析析  

・・携携帯帯電電話話のの位位置置情情報報をを用用いいたた人人流流分分析析（（避避難難行行動動分分析析））  

・・防防災災 GGNNDD 設設備備のの有有効効利利用用  

・・「「災災害害覚覚知知ススココアア」」をを用用いいたた経経験験値値のの向向上上  

・・大大雨雨時時，，大大雪雪時時のの避避難難トトリリガガーーにによよるる被被害害軽軽減減策策  

  

（（３３））災災害害リリススクク評評価価（（土土砂砂災災害害，，雪雪害害））  

・・土土砂砂災災害害解解析析（（土土石石流流））    ・・緑緑被被（（LLAAII））--をを考考慮慮ししたた斜斜面面安安定定解解析析  

・・GGIISS をを用用いいたた原原子子力力災災害害時時のの最最適適避避難難ルルーートトのの検検討討  

・・熱熱画画像像カカメメララ（（パパッッシシブブリリモモーートトセセンンシシンンググ））をを用用いいたた地地盤盤のの締締固固めめ度度評評価価方方法法（（シシスステテムム））のの開開発発  

・・SSAARR デデーータタをを用用いいたた大大雪雪時時のの車車両両滞滞留留解解析析（（検検討討中中））  

・・ココロロナナ前前ととココロロナナ中中，，ココロロナナ後後のの避避難難行行動動のの変変化化追追跡跡  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

UUAAVV（（ドドロローーンン））  DDJJII 社社製製 PPhhaannttoomm  44  PPrrooffeessssiioonnaall  

UUAAVV（（ドドロローーンン））  DDJJII 社社製製 PPhhaannttoomm  33  PPrrooffeessssiioonnaall  

UUAAVV（（ドドロローーンン））  DDJJII 社社製製  MMaavviicc  22  PPrrooffeessssiioonnaall  

鉄鉄筋筋探探査査機機  GGSSSSII 社社製製スストトララククチチャャススキキャャンン（（SSIIRR--EEZZ--LLTT））  

熱熱画画像像カカメメララ  FFLLIIRR 社社製製 EE66339900  

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

 

図 1 福井県民衛星「すいせん」が観測した鯖江市の農地 

（トゥルーカラー画像，NDVI の比較） 

High

Low

NDVI (15th, June, 2021)

NDVI (5th, August, 2021)

GRUS-1D (15th, June, 2021)

GRUS-1D (5th, August, 2021)

High

Low

©Axelspace

©Axelspace

 
図 2 2021 年 5 月に福井市蔵作町で発生した地滑り性崩壊 

（空撮画像から生成した 3D モデル，オルソモザイク画像と 

崩壊中心におけるプロファイル） 

3D model Ortho mosaic image Cross section at the center 
of slope failure

研研究究内内容容：：    

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

宇宇宙宙・・空空・・地地上上かかららのの視視点点でで農農業業・・防防災災にに貢貢献献すするる技技術術  

 

氏氏名名：：  辻辻野野  和和彦彦／／TTSSUUJJIINNOO  KKaazzuuhhiikkoo  EE--mmaaiill：：  ttssuujjiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
土土木木学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，日日本本写写真真測測量量学学会会，，地地理理情情報報シシスステテ

ムム学学会会，，地地盤盤工工学学会会，，環環境境情情報報科科学学セセンンタターー，，日日本本防防災災士士会会  

キキーーワワーードド：：  リリモモーートトセセンンシシンンググ，，地地理理情情報報シシスステテムム，，土土砂砂災災害害（（斜斜面面崩崩壊壊・・土土石石流流）），，UUAAVV（（無無人人航航空空機機））  

  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・衛衛星星リリモモーートトセセンンシシンンググのの画画像像処処理理  

・・UUAAVV をを用用いいたた空空撮撮／／空空撮撮画画像像をを用用いいたた３３ＤＤモモデデルル等等のの生生成成  

・・ココンンククリリーートト構構造造物物のの調調査査・・点点検検  

 

福井県は，全国にさきがけて自治体主導で

県民衛星「すいせん」を打ち上げました．人工

衛星を用いると広域を一括して観測すること

ができ，環境や災害を監視することができま

す．辻野研究室では，衛星リモートセンシング

データや UAV（ドローン）を用いて，環境や災

害を観測する技術について研究しています． 

図 1 は，福井県民衛星が観測した福井県鯖

江市内の農地を観測した画像であり，正規化

植生指標（NDVI）を用いることで，植生の活性

度を把握することができます．追肥のタイミン

グを把握し，収穫量の増加に寄与するデータ

を取得したいと考えています．近年，スマート

農業に取り組む営農集団が増えてきました

が，農耕連携の一環として，辻野研究室も福

井県の農業に貢献することを目標として掲げ

ています．  

図 2 は，2021 年 5 月に発生した福井市蔵作

町における大規模な地滑り性崩壊について，

UAV による空撮画像から生成した，3D モデ

ル，つなぎ合わせた正射投影（オルソモザイ

ク）画像，崩壊の中心における断面図（プロフ

ァイル）です．UAV を用いることで，危険な場

所でも崩壊の形状を捉えることができます．近

年，豪雨による土砂災害が増加しています．

崩壊箇所の地形・地質・植生の状態を分析し，

GIS を用いて広域での危険箇所の絞り込みを

行う研究につなげています． 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

流流体体数数値値シシミミュュレレーーシショョンン    

    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

本本研研究究はは，，地地域域をを代代表表すするる確確率率降降水水量量のの算算出出方方法法をを開開発発しし，，流流出出解解析析とと氾氾濫濫解解析析をを用用いいてて大大雨雨とと歴歴史史的的事事象象

をを解解明明すするるここととをを目目的的ととししてていいるる．．ここここでで得得らられれたた研研究究成成果果はは国国内内ににおおけけるる内内水水氾氾濫濫のの危危険険地地域域にに対対すするる対対策策技技

術術のの計計画画策策定定にに活活用用ででききるる．．  

複複数数のの観観測測点点ににおおけけるる日日最最大大１１時時間間降降水水量量をを用用いいてて，，本本研研究究はは地地域域をを代代表表すするる確確率率降降水水量量のの解解析析シシスステテムムをを

開開発発ししたた．．ここれれにによよっってて，，気気象象庁庁のの観観測測点点がが存存在在すするる地地域域をを対対象象ととししてて，，過過去去，，現現在在とと未未来来のの降降水水量量がが予予測測ででききるる

よよううににななっったた．．  

戦戦国国大大名名朝朝倉倉氏氏のの城城下下町町一一乗乗谷谷はは山山にに囲囲ままれれ，，水水害害がが生生じじややすすいい福福井井市市のの一一乗乗谷谷川川沿沿いいのの谷谷間間ににああるる．．過過去去

のの一一乗乗谷谷ににおおけけるる水水害害のの状状況況をを知知るる手手ががかかりりととししてて，，遺遺跡跡調調査査のの中中でで，，福福井井県県立立一一乗乗谷谷朝朝倉倉氏氏遺遺跡跡博博物物館館（（以以

下下，，博博物物館館））はは 22001199 年年にに戦戦国国時時代代のの一一乗乗谷谷川川（（以以下下，，旧旧一一乗乗谷谷川川））のの河河川川断断面面をを示示すす遺遺構構をを発発見見ししたた．．ここのの調調査査

結結果果とと３３DD モモデデルルをを用用いいてて流流出出解解析析とと氾氾濫濫解解析析をを実実施施しし，，本本研研究究はは 11557733 年年のの朝朝倉倉氏氏滅滅亡亡直直後後にに発発生生ししたた氾氾濫濫時時

のの１１時時間間降降水水量量をを予予測測しし，，そそのの再再現現期期間間をを明明ららかかににししたた．．  

ままたた，，戦戦国国時時代代のの一一乗乗谷谷ににおおけけるる最最盛盛期期のの人人口口はは約約 11 万万人人ででああっったた．．ここのの一一乗乗谷谷はは城城壁壁ととししてて建建造造さされれたた上上城城

戸戸にによよっってて，，大大雨雨にによよるる自自然然災災害害がが軽軽減減さされれてていいたたここととをを明明ららかかににししたた．．そそのの結結果果，，上上城城戸戸はは国国内内外外最最古古のの透透過過

型型砂砂防防堰堰堤堤ででああるるここととがが明明ららかかににななっったた．．  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

  

図１ 一乗谷川流域（3D モデル）               図２ 一乗谷川の最大水深分布  
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研研究究タタイイトトルル：：  

CFD を用いた大雨と歴史的事象の解明 

 

氏氏名名：：      
野野々々村村  善善民民／／  

NNOONNOOMMUURRAA  YYoosshhiittaammii  

EE--

mmaaiill：：  
nnoonnoommuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会  

キキーーワワーードド：：  内内水水氾氾濫濫，，外外水水氾氾濫濫，，確確率率降降水水量量，，風風環環境境，，新新エエネネルルギギーー，，ヒヒーートトポポンンププ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・地地域域をを代代表表すするる確確率率降降水水量量のの解解析析シシスステテムム  

・・流流体体数数値値シシミミュュレレーーシショョンン（（iiRRIICC，，SSTTRREEAAMM））  

・・写写真真測測量量  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

流流体体数数値値シシミミュュレレーーシショョンン    

    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

本本研研究究はは，，地地域域をを代代表表すするる確確率率降降水水量量のの算算出出方方法法をを開開発発しし，，流流出出解解析析とと氾氾濫濫解解析析をを用用いいてて大大雨雨とと歴歴史史的的事事象象

をを解解明明すするるここととをを目目的的ととししてていいるる．．ここここでで得得らられれたた研研究究成成果果はは国国内内ににおおけけるる内内水水氾氾濫濫のの危危険険地地域域にに対対すするる対対策策技技

術術のの計計画画策策定定にに活活用用ででききるる．．  

複複数数のの観観測測点点ににおおけけるる日日最最大大１１時時間間降降水水量量をを用用いいてて，，本本研研究究はは地地域域をを代代表表すするる確確率率降降水水量量のの解解析析シシスステテムムをを

開開発発ししたた．．ここれれにによよっってて，，気気象象庁庁のの観観測測点点がが存存在在すするる地地域域をを対対象象ととししてて，，過過去去，，現現在在とと未未来来のの降降水水量量がが予予測測ででききるる

よよううににななっったた．．  

戦戦国国大大名名朝朝倉倉氏氏のの城城下下町町一一乗乗谷谷はは山山にに囲囲ままれれ，，水水害害がが生生じじややすすいい福福井井市市のの一一乗乗谷谷川川沿沿いいのの谷谷間間ににああるる．．過過去去

のの一一乗乗谷谷ににおおけけるる水水害害のの状状況況をを知知るる手手ががかかりりととししてて，，遺遺跡跡調調査査のの中中でで，，福福井井県県立立一一乗乗谷谷朝朝倉倉氏氏遺遺跡跡博博物物館館（（以以

下下，，博博物物館館））はは 22001199 年年にに戦戦国国時時代代のの一一乗乗谷谷川川（（以以下下，，旧旧一一乗乗谷谷川川））のの河河川川断断面面をを示示すす遺遺構構をを発発見見ししたた．．ここのの調調査査

結結果果とと３３DD モモデデルルをを用用いいてて流流出出解解析析とと氾氾濫濫解解析析をを実実施施しし，，本本研研究究はは 11557733 年年のの朝朝倉倉氏氏滅滅亡亡直直後後にに発発生生ししたた氾氾濫濫時時

のの１１時時間間降降水水量量をを予予測測しし，，そそのの再再現現期期間間をを明明ららかかににししたた．．  

ままたた，，戦戦国国時時代代のの一一乗乗谷谷ににおおけけるる最最盛盛期期のの人人口口はは約約 11 万万人人ででああっったた．．ここのの一一乗乗谷谷はは城城壁壁ととししてて建建造造さされれたた上上城城

戸戸にによよっってて，，大大雨雨にによよるる自自然然災災害害がが軽軽減減さされれてていいたたここととをを明明ららかかににししたた．．そそのの結結果果，，上上城城戸戸はは国国内内外外最最古古のの透透過過

型型砂砂防防堰堰堤堤ででああるるここととがが明明ららかかににななっったた．．  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

  

図１ 一乗谷川流域（3D モデル）               図２ 一乗谷川の最大水深分布  
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研研究究タタイイトトルル：：  

CFD を用いた大雨と歴史的事象の解明 

 

氏氏名名：：      
野野々々村村  善善民民／／  

NNOONNOOMMUURRAA  YYoosshhiittaammii  

EE--

mmaaiill：：  
nnoonnoommuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会  

キキーーワワーードド：：  内内水水氾氾濫濫，，外外水水氾氾濫濫，，確確率率降降水水量量，，風風環環境境，，新新エエネネルルギギーー，，ヒヒーートトポポンンププ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・地地域域をを代代表表すするる確確率率降降水水量量のの解解析析シシスステテムム  

・・流流体体数数値値シシミミュュレレーーシショョンン（（iiRRIICC，，SSTTRREEAAMM））  

・・写写真真測測量量  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

工工場場やや体体育育館館，，ドドーームムななどどのの大大規規模模建建築築物物のの屋屋根根にに用用いいらられれるるアアーーチチややララチチススシシェェルルななどどにに対対ししてて構構造造解解析析をを

行行いい，，得得らられれたた結結果果をを分分析析ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

シェル・空間構造の性状分析に関する研究 

 

氏氏名名：：      樋樋口口  直直也也／／HHIIGGUUCCHHII  NNaaooyyaa  EE--mmaaiill：：  hhiigguucchhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，土土木木学学会会，，日日本本建建築築構構造造技技術術者者協協会会  

キキーーワワーードド：：  アアーーチチ，，シシェェルル・・空空間間構構造造，，座座屈屈，，有有限限要要素素法法解解析析  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造物物のの数数値値解解析析  

・・パパララメメトトリリッックク解解析析にによよるる構構造造物物のの最最適適形形状状のの探探索索  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

【【地地盤盤改改良良材材のの強強度度特特性性評評価価】】  

  軟軟弱弱地地盤盤のの支支持持力力をを向向上上ささせせるるたためめ，，地地盤盤をを削削孔孔ししててセセメメンントトミミルルククをを流流しし込込みみ，，杭杭をを築築造造すするる工工法法ががあありりまますす。。

ここのの工工法法でで使使用用すするるセセメメンントトミミルルククはは，，施施工工性性のの確確保保ののたためめにに水水セセメメンントト比比がが高高くく設設定定さされれてておおりり，，硬硬化化前前にに材材料料分分

離離ややブブリリーーデディィンンググをを生生じじるる可可能能性性ががあありりまますす。。混混和和材材料料のの添添加加にによよっっててブブリリーーデディィンンググをを抑抑制制しし，，かかつつ必必要要なな強強度度

をを発発現現すするるかかどどううかか，，材材料料試試験験やや強強度度試試験験にによよっってて検検討討ししてていいまますす。。ままたた，，混混和和材材料料のの新新規規開開発発ににもも挑挑戦戦ししてていいきき

まますす。。  

  

【【ココンンククリリーートトのの乾乾燥燥収収縮縮】】  

ココンンククリリーートトはは，，ココンンククリリーートト中中のの水水分分がが大大気気にに逸逸散散すするるここととでで体体積積がが変変化化すするる乾乾燥燥収収縮縮現現象象にによよっってて，，ひひびび割割

れれがが発発生生すするるここととががあありりまますす。。収収縮縮量量のの程程度度はは，，ココンンククリリーートトのの品品質質やや暴暴露露さされれるる環環境境ななどど様様々々なな因因子子にによよっってて異異

ななりりまますす。。予予期期せせぬぬひひびび割割れれをを防防ぐぐここととでで，，構構造造物物をを長長くく，，安安心心ししてて利利用用ししててももららええるるよよううににすするるたためめのの研研究究にに取取りり

組組んんででいいまますす。。  

  

  

【【ココンンククリリーートトののひひびび割割れれ】】  

ココンンククリリーートトににひひびび割割れれがが生生じじるる原原因因はは，，荷荷重重にによよるる曲曲げげひひびび割割れれ，，初初期期材材齢齢時時のの温温度度ひひびびわわれれ，，乾乾燥燥収収縮縮にに

よよるるもものの，，AASSRR ななどどのの化化学学反反応応にによよるるももののななどど多多岐岐ににわわたたりりまますす。。ひひびび割割れれがが発発生生すするるととココンンククリリーートトのの物物質質透透過過

抵抵抗抗性性がが低低くくななるるここととでで内内部部鉄鉄筋筋のの腐腐食食進進行行がが早早ままりり，，耐耐久久性性がが低低下下すするるななどどのの問問題題がが生生じじまますす。。ココンンククリリーートト構構

造造物物のの安安全全性性をを保保つつたためめ，，ひひびび割割れれのの発発生生原原因因ととそそのの対対策策方方法法ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

          

ココンンククリリーートトのの屋屋外外暴暴露露実実験験                                  AASSRR にによよるる膨膨張張ひひびび割割れれ  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

ココンンククリリーートト構構造造物物のの長長寿寿命命化化にに関関すするる研研究究 

 

氏氏名名：：      蓑蓑輪輪  圭圭祐祐／／  MMIINNOOWWAA  KKeeiissuukkee    EE--mmaaiill：：  mmiinnoowwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  土土木木学学会会，，日日本本ココンンククリリーートト工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  ココンンククリリーートト，，材材料料物物性性，，複複合合構構造造，，メメンンテテナナンンスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ココンンククリリーートト構構造造物物のの長長寿寿命命化化にに関関すするる検検討討  

・・社社会会基基盤盤メメンンテテナナンンススにに関関すするる人人材材育育成成  

・・小小中中学学生生をを対対象象ととししたた公公開開講講座座おおよよびび出出前前授授業業（（力力学学・・ココンンククリリーートト材材料料））  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

【【地地盤盤改改良良材材のの強強度度特特性性評評価価】】  

  軟軟弱弱地地盤盤のの支支持持力力をを向向上上ささせせるるたためめ，，地地盤盤をを削削孔孔ししててセセメメンントトミミルルククをを流流しし込込みみ，，杭杭をを築築造造すするる工工法法ががあありりまますす。。

ここのの工工法法でで使使用用すするるセセメメンントトミミルルククはは，，施施工工性性のの確確保保ののたためめにに水水セセメメンントト比比がが高高くく設設定定さされれてておおりり，，硬硬化化前前にに材材料料分分

離離ややブブリリーーデディィンンググをを生生じじるる可可能能性性ががあありりまますす。。混混和和材材料料のの添添加加にによよっっててブブリリーーデディィンンググをを抑抑制制しし，，かかつつ必必要要なな強強度度

をを発発現現すするるかかどどううかか，，材材料料試試験験やや強強度度試試験験にによよっってて検検討討ししてていいまますす。。ままたた，，混混和和材材料料のの新新規規開開発発ににもも挑挑戦戦ししてていいきき

まますす。。  

  

【【ココンンククリリーートトのの乾乾燥燥収収縮縮】】  

ココンンククリリーートトはは，，ココンンククリリーートト中中のの水水分分がが大大気気にに逸逸散散すするるここととでで体体積積がが変変化化すするる乾乾燥燥収収縮縮現現象象にによよっってて，，ひひびび割割

れれがが発発生生すするるここととががあありりまますす。。収収縮縮量量のの程程度度はは，，ココンンククリリーートトのの品品質質やや暴暴露露さされれるる環環境境ななどど様様々々なな因因子子にによよっってて異異

ななりりまますす。。予予期期せせぬぬひひびび割割れれをを防防ぐぐここととでで，，構構造造物物をを長長くく，，安安心心ししてて利利用用ししててももららええるるよよううににすするるたためめのの研研究究にに取取りり

組組んんででいいまますす。。  

  

  

【【ココンンククリリーートトののひひびび割割れれ】】  

ココンンククリリーートトににひひびび割割れれがが生生じじるる原原因因はは，，荷荷重重にによよるる曲曲げげひひびび割割れれ，，初初期期材材齢齢時時のの温温度度ひひびびわわれれ，，乾乾燥燥収収縮縮にに

よよるるもものの，，AASSRR ななどどのの化化学学反反応応にによよるるももののななどど多多岐岐ににわわたたりりまますす。。ひひびび割割れれがが発発生生すするるととココンンククリリーートトのの物物質質透透過過

抵抵抗抗性性がが低低くくななるるここととでで内内部部鉄鉄筋筋のの腐腐食食進進行行がが早早ままりり，，耐耐久久性性がが低低下下すするるななどどのの問問題題がが生生じじまますす。。ココンンククリリーートト構構

造造物物のの安安全全性性をを保保つつたためめ，，ひひびび割割れれのの発発生生原原因因ととそそのの対対策策方方法法ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

          

ココンンククリリーートトのの屋屋外外暴暴露露実実験験                                  AASSRR にによよるる膨膨張張ひひびび割割れれ  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

ココンンククリリーートト構構造造物物のの長長寿寿命命化化にに関関すするる研研究究 

 

氏氏名名：：      蓑蓑輪輪  圭圭祐祐／／  MMIINNOOWWAA  KKeeiissuukkee    EE--mmaaiill：：  mmiinnoowwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  土土木木学学会会，，日日本本ココンンククリリーートト工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  ココンンククリリーートト，，材材料料物物性性，，複複合合構構造造，，メメンンテテナナンンスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ココンンククリリーートト構構造造物物のの長長寿寿命命化化にに関関すするる検検討討  

・・社社会会基基盤盤メメンンテテナナンンススにに関関すするる人人材材育育成成  

・・小小中中学学生生をを対対象象ととししたた公公開開講講座座おおよよびび出出前前授授業業（（力力学学・・ココンンククリリーートト材材料料））  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

MMRR デデババイイスス HHoollooLLeennss22（（ママイイククロロソソフフトト社社））    

    

    

    

    

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

複複合合現現実実空空間間（（MMRR））をを活活用用ししたた住住民民参参加加型型計計画画支支援援シシスステテムムのの開開発発  

 

氏氏名名：：      大大和和  裕裕也也／／  YYAAMMAATTOO  YYuuyyaa    EE--mmaaiill：：  yyaammaattoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会、、日日本本都都市市計計画画学学会会  

キキーーワワーードド：：  MMRR((MMiixxeedd  RReeaalliittyy))、、ままちちづづくくりり、、防防災災教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・仮仮想想空空間間ででししかか行行ううここととののででききなないい実実験験やや体体験験型型のの訓訓練練  

・・市市町町村村やや住住民民とと連連携携ししたた防防災災教教育育，，住住民民参参加加  

・・各各種種委委員員（（市市町町村村都都市市計計画画審審議議会会ななどど））  

 
研研究究内内容容：：    

  

【【MMRR をを用用いいたた住住民民参参加加型型計計画画支支援援シシスステテムムのの開開発発】】  

MMRR をを用用いいたた住住民民参参加加型型のの計計画画支支援援シシスステテムムのの有有効効性性をを明明ららかかににすするるたためめ，，街街並並みみをを 33DD モモデデルルでで作作成成しし，，住住

民民とと自自治治体体でで協協議議をを行行いい，，計計画画支支援援シシスステテムムのの効効果果をを検検証証ししてていいまますす．．下下図図はは，，ホホロロレレンンズズとといいうう MMRR でで表表現現すするる

機機械械ででみみたた仮仮想想上上ののままちちななみみでですす．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【複複合合現現実実空空間間をを用用いいたた津津波波防防災災訓訓練練】】  

防防災災訓訓練練をを行行うう際際にに，，複複合合現現実実空空間間をを用用いいるるここととでで状状況況にに応応じじたたシシチチュュエエーーシショョンンにによよるる防防災災訓訓練練がが可可能能ででああるる

たためめ，，住住民民にに飽飽ききがが生生じじににくくいいこことと，，普普段段体体験験ででききなないいよよううななここととがが体体験験でできき，，地地域域住住民民のの防防災災意意識識のの向向上上ににつつなな

ががるる研研究究をを行行っってていいまますす。。  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

水水平平 22 軸軸地地震震波波振振動動台台（（㈱㈱ササンンエエスス，，SSPPTT22DD--2200KK--8855LL--8800TT））    

携携帯帯用用振振動動計計（（㈱㈱東東京京測測振振，，SSPPCC--5522  //  VVSSEE--1155DD--66））    

地地震震工工学学教教育育用用実実験験装装置置（（手手回回しし携携帯帯振振動動台台ななどど））    

    

    

【【木木材材をを用用いいたた地地盤盤補補強強技技術術】】  

土土木木分分野野ににおおけけるる木木材材のの需需要要拡拡大大ののたためめ，，丸丸太太をを地地盤盤にに打打設設ししてて地地盤盤補補強強

すするる技技術術をを開開発発しし，，住住宅宅のの液液状状化化対対策策やや盛盛土土のの軟軟弱弱地地盤盤対対策策にに利利用用ししてていい

まますす。。右右図図はは福福井井県県小小浜浜市市でで行行っったた現現場場施施工工実実験験のの様様子子でですす。。  

  

【【文文化化財財建建造造物物のの防防災災対対策策】】  

文文化化財財建建造造物物をを自自然然災災害害かからら守守りり後後世世にに継継承承すするるここととはは大大変変重重要要でですす。。そそここ

でで，，城城郭郭石石垣垣やや伝伝統統的的木木造造建建築築物物のの災災害害リリススククをを調調査査しし，，防防災災対対策策をを提提案案しし

てていいまますす。。右右図図はは石石垣垣模模型型をを用用いいたた振振動動台台実実験験のの様様子子でですす。。  

  

【【ラライイフフラライインンのの地地震震防防災災】】  

上上水水道道施施設設のの地地震震被被害害にによよるる断断水水はは人人々々のの生生活活やや消消火火活活動動にに大大ききなな影影響響をを

与与ええまますす。。そそここでで，，GGIISSをを用用いいてて管管路路のの被被害害予予測測をを行行いい，，振振動動台台実実験験でで被被害害軽軽

減減技技術術をを開開発発ししてていいまますす。。右右図図はは福福井井地地震震をを想想定定ししたた場場合合のの福福井井市市のの上上水水

道道配配水水管管のの被被害害推推定定結結果果でですす。。  

  

【【ウウェェブブ版版地地震震防防災災支支援援シシスステテムム】】  

11994488 年年福福井井地地震震等等のの災災害害資資料料ををデデジジタタルルアアーーカカイイブブ化化ししててイインンタターーネネッットト上上でで

公公開開しし，，地地震震防防災災のの啓啓発発やや教教育育にに活活用用ししてていいまますす。。右右図図はは福福井井地地震震ににおおけけるる

家家屋屋倒倒壊壊率率とと液液状状化化のの分分布布をを GGooooggllee  MMaappss でで表表示示ししたたももののでですす。。  

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

地震被害の予測と対策に関する技術開発 

 

氏氏名名：：      吉吉田田  雅雅穂穂／／YYOOSSHHIIDDAA  MMaassaahhoo  EE--mmaaiill：：  mmaassaahhoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  

土土木木学学会会，，地地盤盤工工学学会会，，日日本本建建築築学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，日日本本地地

震震工工学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会，，国国際際地地盤盤災災害害軽軽減減機機構構，，関関西西ラライイフフ

ラライインン研研究究会会，，福福井井県県木木材材利利用用研研究究会会，，福福井井地地域域地地盤盤防防災災研研究究所所  

キキーーワワーードド：：  地地震震，，防防災災，，減減災災，，木木材材，，文文化化財財建建造造物物，，ラライイフフラライインン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・液液状状化化のの予予測測とと対対策策  

・・構構造造物物やや工工業業製製品品のの振振動動特特性性  

・・地地域域のの地地震震防防災災計計画画  
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